
「少量多品目栽培」とは 

初期投資が小さく、小さな畑と最低限の道具でスタートできることに加え、作業の分散や天候等

による失敗リスクの分散が可能である。また、様々な作物を試す中で、自分に合う品目を見つけ

やすいといったメリットもある。これらの特徴から、これから農業にトライアル的に取り組む方

にとって、親和性の高い栽培方式といえる。 
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「少量多品目栽培研修会（第２回）」を開催します 

～たい肥を使った土づくりの手法を実演を交えて学びます～ 

 

県では、アグリパーク構想の実現に向け、初心者でも取り組みやすい「少量多品目栽培」

に着目し、先進的に実践する農業者である福井
ふ く い

博一
ひろかず

氏（福井農園・岐阜市）の協力のもと、

基本的な技術や栽培計画の立て方等を体系的に学べる指導者向け研修会を、年間を通じて月

１回程度開催しています。 

このたび、少量多品目栽培の肝となる、たい肥を使った土づくりの手法について実演を交

えて学ぶ、第２回研修会を下記のとおり開催しますので、お知らせします。 

 

記 
 
 

１ 日  時  令和８年６月３０日（火） １３時３０分～１６時００分 
 

２ 場  所  岐阜県農業技術センター ３階講堂及びほ場（岐阜市又丸７２９－１） 

※室内研修後、場内ほ場にてたい肥散布の実演および土づくりの効果を 

確かめる演習を行います（雨天の場合、室内研修のみ）。 
 

３ 参 加 者  関係団体、行政機関等 ２０名程度 

        （募集は終了しています。） 

 

４ 内  容  「有機農業の基本は土作り「土作り」とは？」 

        （講師：福井農園 福井 博一 氏） 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月２３日（火）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

農政課 
農業イノベーション推進室 

アグリパーク構想推進係 
小島 

内線 

直通 

F A X 

4023 

058-272-1562 

058-278-2680 

 



 

 

 

 

 

 

※Android携帯をご使用の方は検索欄で「アグパ/県庁マルシェ」で検索してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


